
平成２７年度事業報告 

 

１ 事業の概要 

 

 平成２７年度の事業は、事業計画書に沿って、以下のとおり実施した。 

 全体の概況は平成２６年度と比較して大きな変化はなく、決算の状況も概ね良好で若干の黒字

であった。 

公益目的支出計画も昨年と同様確実に遂行しており、一般財団法人へ移行して 3 年が経過し

たが、ほぼ順調に新法人の経営を軌道に乗せることができたものと判断している。 

定期刊行誌の発行については、当財団創立以来の経緯を踏まえつつ、平成 28 年 4 月から刊

行を鉄道総研に変更するため種々の準備をし、無事移管することができた。 

 

１． 鉄道技術の研究開発成果の普及 

鉄道総研の研究開発成果を普及するため、実施した事業の概要は次のとおりである。 

（１） 定期刊行誌の企画、編集、頒布等の事業 

ア 鉄道総研報告（SH）の企画編集、刊行、頒布（月刊） 

イ ＲＲＲ（鉄道総研レビュー）の企画編集、刊行、頒布（月刊） 

ウ Quarterly Report of RTRI（QR）の企画編集、刊行、頒布（季刊） 

エ 海外鉄道技術情報（WRT）の企画編集、発行、Web 掲載及び販売（季刊） 

オ 図書の販売（不定期） 

 

刊行誌の略称 単位 平成２７年度 平成２６年度 

───────────────────────── 

ＳＨ 部（月平均） １，１７２  １，１７５ 

ＲＲＲ 〃       ３，４２４ ３，４００ 

ＱＲ 部（季平均） ５３８ ５５４ 

ＷＲＴ 〃 ２６２ ２５４ 

図書の販売 

基準図書関係 部 ７，５３６ ４，４４４ 

わかりやすい鉄道技術 部 ７，６０６ ３，０２２ 

 

 

（２） 技術講座等の開催に関わる事業 

ア 鉄道技術講座 

イ 鉄道総研月例発表会 

ウ 鉄道総研講演会 

第２８回鉄道総研講演会を平成２７年１１月６日に開催 

主題：鉄道の価値を高める技術開発 －高度シミュレーションとネットワーク革新－ 

エ 講習会 

（ア） 適性検査員講習会 

平成２７年４月及び７月に開催 

（イ） 鉄道構造物等設計標準・同解説（鋼とコンクリートの複合構造物）講習会 

平成２８年２月に大阪会場及び東京会場で開催 



オ セミナー等 

平成２８年１月に鉄道地震工学研究センターAnnual Meeting を開催 

カ 研究委員会 

高速車両用輪軸に関する研究委員会を開催 

 

事業の略名 講座数・受講者数等 平成２７年度 平成２６年度 

 ──────────────────────────────── 

鉄道技術講座 講座数 ３２ ３３ 

          受講者数 １，８０６ １，７２７ 

月例発表会（東京９回、大阪２回開催） 

出席者数 １，０２９ ８９０ 

総研講演会 出席者数 ３９５ 568 

適性検査員講習会  受講者数 ９５ ９４ 

鋼とコンクリートの複合構造物講習会 

受講者数 ２８５     － 

鉄道地震工学研究センターAnnual Meeting 

出席者数 １１３ － 

高速車両用輪軸に関する研究委員会 

 幹事会 ２ ２ 

 委員会 ２ ２ 

 

 

2. 鉄道技術の研究開発の支援 

鉄道総研の研究活動を支援するため、実施した事業の概要は次のとおりである。 

（１） 図書室の管理 

図書の選書、受け入れ、貸出、レファレンス、複写サービス等 

（２） 技術文献の収集検索 

鉄道技術に関する情報の収集 

鉄道総研、ＪＲ各社及び関係機関からの要請を受けた文献の検索等 

（３） 鉄道総研ホームページのデータ入力及び管理 

（４） 鉄道技術文献のデータベース入力及び管理 

 
データ類    単位 平成２７年度 平成２６年度 

       ─────────────────────────── 

鉄道総研発行誌 件 ８５８ ９２３ 

鉄道関係雑誌 〃 ２５，３５７ ５５，０９３ 

研究成果報告類 〃  ３，３２９ ３，２５３ 

本文読み込み Ｐ １０８，８４７ ８２，４７９ 

 

 

3. 国内外の鉄道及び鉄道技術の調査 

「世界の鉄道及び鉄道技術の調査・収集・公開事業」（公益目的支出計画：継１）として、世界

の主要なメディアから、最新の鉄道及び鉄道技術情報を調査・収集し、研友社のホームページ

に掲載するとともに、希望者に電子メール送信により無償提供した。 



4. 鉄道技術等に関する調査研究の助成事業 

  「鉄道技術等に関する調査研究の助成事業」（公益目的支出計画：継２）として、次の２件を実

施した。 

○ システム理論に基づく安全性解析手法に関する調査研究 

○ 交通インフラ周辺広域斜面の崩壊危険性評価に関する調査・研究 

なお、平成２６年度の研究成果の本文を鉄道総研（図書室）に寄贈し、ダイジェスト版を

Annual Review として発行し、関係機関に配布した。 

 

 

5. その他事業 

(1) 調査事業 

ア 海外鉄道事故情報に関する調査分析 

  約１５０件を検索収集し、その内８３件をデータベースに登録 

イ 先端技術動向に関する調査分析 

  主要国の交通政策やプロジェクトについての調査分析 

 (2) 翻訳事業 

ア 海外鉄道技術文献・雑誌の目次翻訳及び編集、発行 

例年のとおり実施 

イ 鉄道国際規格の翻訳 

欧州規格、国際規格等の英文及び独文和訳 

ウ Newsletter の翻訳 

エ 委託された翻訳 

鉄道総研から個別に４５件の翻訳事業を受託し実施。また、他の機関から「ＪＲＥ」の和

文英訳及び英文校閲、並びに「わかりやすい鉄道技術（土木編）」の和文英訳と専門

家によるチェック等を受託し実施 

オ 外国語校閲及び英文ネイティブチェック 

例年のとおり実施 

 

 

 

２ 庶務事項 

 

１．登記及び届出  

（１） 登記 評議員及び役員変更登記 平成２７年７月２２日 

（２） 届出 公益目的支出計画実施報告書等 平成２７年６月２９日 

 

２．会議 

（１） 平成２７年度第１回理事会（定例) 平成２７年６月５日（国立商協ビルさくらホール） 

決議事項 

議案１ 平成２６年度事業報告及び同附属明細書の件 

議案２ 平成２６年度決算の件 

議案３ 公益目的支出計画実施報告書等の件 

議案４ 平成２７年度定時評議員会の招集の件 

報告事項 



報告１ 会長及び理事長の職務執行状況の報告の件 

 

（２） 平成２７年度定時評議員会 平成２７年６月２２日（アルカディア市ヶ谷 私学会館） 

決議事項 

議案１ 平成２６年度決算の件 

議案２ 公益目的支出計画実施報告書等の件 

議案３ 評議員選任の件 

議案４ 理事及び監事選任の件 

報告事項 

報告１ 平成２６年度事業報告及び同附属明細書の件 

 

（３） 平成２７年度第２回理事会（決議の省略による理事会） 

1. 理事会の決議があったとみなされた日 平成２７年６月２２日 

2. 理事会の決議の目的である事項 

議案１ 会長及び理事長の選定 

 

（４） 平成２７年度第３回理事会（定例） 平成２８年３月２３日（国立商協ビルさくらホール） 

決議事項 

議案１ 平成２８年度事業計画書及び収支予算書の件 

議案２ 平成２７年度第２回評議員会の招集の件 

報告事項 

報告１ 平成２７年度収支決算見込みの件 

報告２ 会長及び理事長の職務執行状況の報告の件 

 

（５）平成２７年度第２回評議員会 平成２８年３月３０日（アルカディア市ヶ谷 私学会館） 

報告事項 

報告１ 平成２７年度収支決算見込みの件 

報告２ 平成２８年度事業計画書及び収支予算書の件 

 

３． 要員 

 

職  名 ２７年度期首 ２７年度期末 記 事 

常勤役員 2 2  

職  員 9 9 2 名退職、2 名採用 

嘱  託 7 7 1 名退職、1 名採用 

出向受入 0 0  

契約職員 3 2 1 名採用、2 名職員採用 

非常勤嘱託 6 6 外国語 2 名、調査 4 名 

 

 

 

 

 



平成２７年度事業報告の附属明細書 

 

 

平成２７年度事業報告については事業報告に記載のとおりであり、一般社団法人及び一般財

団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事

項」はない。 

 

 

 

 

 


